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しかし、両本 は、振り仮名の加点密度に差が存する。『正像末法和讃』は、両者本文 異同が大きいため、以下、 『浄
土和讃』のみの数を示す。
国宝本には、漢数字などの平易な漢字や、既 加点し 漢 が
再出した場合には、振 が省かれることがある。たとえば「一」は、国宝本の『浄土和讃』本文に、一九回使用されている。しかし、振り仮名加点例は、一例も無い 「十」も、国宝本『浄土和讃』本文に出現する全一七例のうち、加点例は、無い
これに対して、顕智本『浄土和讃』本文の「一」には、二二例
のすべてに、 ヰチ」の仮名が振られて る。また、 「十」にも、全二九例に「シフ」の加点が見られる。
このように、顕智本は、基本的にすべての 字に振り仮名を付
そうとしたもののようである。
この両本 相違は 親鸞の加点態度の変化とは考えにくい。なぜなら、和讃 りもさら 平易に仏の教えを説いた『一念多









































































































































































































































































































































































































































































名遣による訓読点と親鸞の字音点──」 （ 「鎌倉時代語研究」第十六輯、一九九三年五月） 。
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